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第
４
回
通
常
総
代
会
に
お
い
て
、
平
成
31
年
度
の
支
店
再
編
に
つ
い
て
方
向
付
け
さ
れ
た

こ
と
か
ら
再
編
に
向
け
て
各
種
検
討
を
重
ね
、
引
き
続
き
親
し
ま
れ
ご
利
用
い
た
だ
け
る

Ｊ
Ａ
づ
く
り
に
向
け
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

特集１

一関支店
現行

２２支店から８支店３出張所
ふれあい店は廃止

再編後 現行 再編後

真滝支店
舞川支店
萩荘支店

千厩支店
小梨支店

藤沢支店
黄海支店

大東支店
興田支店
大原支店

東山支店

室根支店

奥玉支店
川崎支店

中里支店
山目支店
厳美支店

花泉支店
永井支店

平泉支店
長島支店

平泉支店

永井出張所
花泉支店

大東支店

藤沢支店

東山支店

室根支店

川崎出張所

千厩支店
一関中央
　支店

厳美出張所

　

第
４
回
通
常
総
代
会
が
５
月
25
日
行
わ
れ
、
平
成

31
年
度
支
店
再
編
に
つ
い
て
方
向
付
け
さ
れ
ま
し

た
。
Ｊ
Ａ
経
営
を
取
り
巻
く
厳
し
い
環
境
に
対
応
す

る
た
め
、
Ｊ
Ａ
の
基
盤
強
化
に
向
け
て
支
店
の
再
編

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
経
営
基
盤
の
確
立
と
Ｊ
Ａ
自
己
改
革
は
、
Ｊ

Ａ
が
将
来
に
向
け
て
組
合
員
・
地
域
の
皆
さ
ま
と
と

も
に
歩
み
続
け
て
い
く
た
め
の
両
輪
と
な
る
大
き
な

取
り
組
み
で
あ
り
、
役
職
員
や
組
合
員
利
用
者
が
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

支
店
再
編
の
概
要

　

平
成
31
年
６
月
か
ら
下
段
図
Ｉ
の
よ
う
に
支
店
の

再
編
を
行
い
ま
す
。

　

新
支
店
を
拠
点
と
し
な
が
ら
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努

め
、
地
域
の
拠
り
所
で
あ
り
地
域
の
金
融
機
関
と
し

て
引
き
続
き
親
し
ま
れ
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
取

り
組
み
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

図Ｉ
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ス
ム
ー
ズ
な
再
編
へ
の
体
制
づ
く
り

　

平
成
31
年
６
月
の
支
店
の
再
編
に
向
け
「
支
店
再

編
移
行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
（
以
下
：
Ｗ
Ｇ
）
を
設
置
し
、
建
物
改

修
工
事
対
象
支
店
対
応
部
会
、
内
部
配
置
替
対
象
支

店
対
応
部
会
、
移
行
業
務
対
応
部
会
ご
と
に
検
討
を

進
め
ま
す
。

支
店
再
編
後
の
新
た
な
取
り
組
み
・

充
実
す
る
サ
ー
ビ
ス（
予
定
）

地
区
運
営
委
員
会
の
開
催

　

地
区
運
営
委
員
会
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
、
支

店
の
再
編
に
よ
っ
て
空
い
た
店
舗
の
活
用
等
に
つ
い

て
組
合
員
・
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を

聞
き
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

ฏ੒̏̍ ೥݄̒ 쎟쎡
썮쎕썰特集１ࢪฤ쎩࣮࠶ళࢧ

ＪＡいわて平泉
支店再編移行プロジェクト

内部配置替対象
支店対応部会

建物改修工事対
象支店対応部会

大
東
支
店
Ｗ
Ｇ

一
関
中
央
支
店
Ｗ
Ｇ

花
泉
支
店
Ｗ
Ｇ

千
厩
支
店
Ｗ
Ｇ

藤
沢
支
店
Ｗ
Ｇ

平
泉
支
店
Ｗ
Ｇ

移
行
事
務
Ｗ
Ｇ

移
行
実
務
Ｗ
Ｇ

移行業務対応
部　会

来
店
型
・
生
産
資
材
店
舗
の
新
設

　

来
店
型
の
一
関
地
域
資
材
セ
ン
タ
ー
を
新
設
し
ま

し
た
。
生
産
資
材
を
中
心
と
す
る
来
店
型
当
用
需
要

者
の
皆
さ
ま
へ
の
対
応
を
行
い
ま
す
。

　

支
店
再
編
前
の
現
状
の
設

置
を
基
本
と
し
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
を

配
置
し
ま
す
。

※
新
設
予
定　

Ａ
コ
ー
プ
新
店
舗

年
金
の
宅
配

　

年
金
支
給
月
に
は
ご
依
頼
に
応
じ
て
年
金
を
ご
自

宅
ま
で
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
を
ご
希
望

さ
れ
る
方
は
、
年
金
受
取
口
座
の
あ
る
Ｊ
Ａ
支
店
窓

口
で
の
事
前
の
申
し
込
み
（
宅
配
契
約
）
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

支
店
の
営
業
時
間
の
延
長

　

全
て
の
支
店
に
お
い
て
、
水
曜
日
の
営
業
時
間
を

19
時
ま
で
と
し
て
、
融
資
や
共
済
な
ど
の
相
談
に
対

応
し
ま
す
。

※
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
体
制
基
準
か
ら
逸
脱
す
る
こ
と
か
ら
、
現
金

　

の
お
取
り
引
き
は
原
則
い
た
し
ま
せ
ん
。

中
央
相
談
セ
ン
タ
ー
の
新
設

　

平
日
時
間
の
と
れ
な
い
組
合
員
・

利
用
者
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
、

土
曜
・
日
曜
・
祝
日
も
対
応
す
る

相
談
セ
ン
タ
ー
で
す
。

出
向
く
体
制
の
強
化

Ａ
Ｔ
Ｍ
の
設
置
場
所

対
応
業
務
各
種
ロ
ー
ン
や
共
済

契
約
な
ど
の
手
続
き
・

相
談
、賃
貸
ア
パ
ー
ト
、

旅
行
な
ど
の
相
談

金
　
融

機
動
力
の
あ
る

渉
外
体
制
を
構
築

し
、集
金
や
年
金
宅
配
な
ど
の
渉
外
活
動

の
体
制
強
化
は
も
と
よ
り
、問
い
合
わ
せ・

相
談
へ
の
速
や
か
な
対
応
を
心
掛
け
る
ほ

か
、
高
齢
者
対
応
な
ど
対
話
・
接
点
を
重

視
し
、
出
向
く
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

共
　
済

共
済
渉
外
担
当
者
（
Ｌ
Ａ
）
の
充
実
に
よ

り
、
戸
別
訪
問
に
よ
る
加
入
内
容
説
明
・

保
障
点
検
（
３
Ｑ
訪
問
活
動
）
の
さ
ら
な

る
充
実
を
図
り
ま
す
。

5 2018.7  KOSHERU こしぇる KOSHERU こしぇる  2018.7 4



　

Ｊ
Ａ
は
６
月
４
日
、
野
菜
販
売
対
策
会
議

を
開
き
ま
し
た
。
各
品
目
の
部
会
代
表
者

や
行
政
機
関
、
市
場
関
係
者
な
ど
45
人
が

出
席
。
平
成
30
年
度
の
野
菜
・
菌
茸
類
の

販
売
金
額
16
億
８
２
７
１
万
円
（
前
年
対
比

１
１
４
・
９
％
）
の
計
画
達
成
に
向
け
て
、
連

携
強
化
を
図
り
な
が
ら
取
り
組
む
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
の
佐
藤
鉱
一
組
合
長
は
「
い
わ
て
平
泉

ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
向
け
て
指
導
を
徹
底
し
、

良
品
質
の
農
産
物
を
市
場
や
消
費
者
に
届
け
た

い
」
と
決
意
を
述
べ
た
う
え
で
「
い
わ
て
平
泉

ブ
ラ
ン
ド
」
の
確
立
へ
向
け
て
市
場
に
協
力
を

求
め
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
は
、独
自
の
支
援
対
策
事
業
で
あ
る「
黄

金
の
郷
づ
く
り
推
進
対
策
事
業
」
を
実
施
し
、

新
規
生
産
者
の
確
保
や
担
い
手
経
営
体
へ
の
園

芸
品
目
の
導
入
・
生
産
拡
大
を
進
め
、
消
費
地

に
「
い
わ
て
平
泉
ブ
ラ
ン
ド
」
を
早
期
に
定
着

さ
せ
る
た
め
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
や
市
場
訪
問

を
予
定
。
効
率
的

に
輸
送
す
る
た
め

に
集
荷
体
制
の
再

構
築
に
向
け
た
検

討
も
進
め
ま
す
。

ＪＡいわて平泉から
「おいしい」をお届けします

平成３０年度の野菜販売対策会議を６月４日、一関市内で開きました。
ＪＡいわて平泉から消費者の皆さまへ「おいしい」を届けるための取り組みを紹介します。

〈  園芸事業活動方針 〉

黄金の郷づくり推進対策事
業の実施による生産基盤強
化と生産拡大

冬春品目の導入と加工業務
向け野菜の生産拡大

生産履歴記帳や農業生産工
程管理（ＧＡＰ）の取り組み
を推進

園芸ハウス団地の設置に
よる園芸販売の拡大

営農組合や基盤整備地区へ
の園芸品目の普及推進

生産者の経営安定を図るた
め、予約相対等契約的取り
引きの積極的な取り組み

新規園芸栽培者確保を
目的とした研修会

重点市場および重点販売先
との対応強化により積極的
な販売促進活動

集荷体制の再構築と必要な
施設整備の検討・実施

1

4

7

2

5

8

3

6

9

特集２

６月２６日に行われたトップセールスの様子
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※品目ごとの販売目標は、部会の販売計画です。

ＪＡいわて平泉から
「おいしい」をお届けします

特集２

ピーマン
販売目標　３億３５０３万円
出荷時期　５月上旬～１１月中旬

　県の最重点施策品目として新規栽培
者や栽培面積の拡大を進めています。
栽培履歴や農業生産工程管理（ＧＡＰ）
の取り組みにより、適正な生産管理を
行い安全・安心を消費地へ届けます。

ナス
販売目標　３億円
出荷時期　４月下旬～１１月下旬

　今年度、栽培マニュアル「なすブック」
を作成。最大限活用しながら、栽培技
術の高位平準化に努めます。新規生産
者や若手生産者の確保と育成に取り組
み、活気のある持続的な産地を目指し
ます。

ネギ販売目標　４６００万円
出荷時期　７月～１２月

　新規栽培者確保に向けた新規栽培
希望者講習会や各種助成事業を活用し
生産基盤強化を図ります。地理的表示
（ＧＩ）保護制度への登録を進め、他
産地との差別化を図り有利販売につな
げます。

シイタケ
販売目標　３８２８万円
出荷時期　通年

　原木椎茸生産再開チャレンジ事業
と黄金の郷づくり推進対策事業を活
用し、再生産活動の推進と産地復興
の加速化を図ります。これまで培って
きた経験と技術により収量を向上させ
安定出荷を目指します。

トマト
販売目標　４億７６２０万円
出荷時期　５月中旬～１１月下旬

　部会員一人ひとりが目標出荷量を定
め栽培に取り組むことで、部会販売目
標の達成につなげます。若手生産者が
担い手班を組織し、定期巡回や研修会
で栽培技術の向上を図っています。

キュウリ
販売目標　３億円
出荷時期　３月下旬～１１月下旬

　誰もが誇れる産地を目指して、出荷
量確保に向けた作型の検討や消費地へ
のＰＲを行い、販売力強化に努めます。
消費地から信頼される産地を目指し、
栽培履歴や農業生産工程管理（ＧＡＰ）
の取り組みを継続します。

ミニトマト
販売目標　４８００万円
出荷時期　６月中旬～１１月中旬

　栽培履歴や農業生産工程管理（ＧＡ
Ｐ）の取り組みを行うとともに、多様
化する消費者ニーズへの対応を進めま
す。栽培技術の習得や課題解決に努
め、長期出荷できる産地を目指します。

イチゴ
販売目標　５０００万円
出荷時期　１１月～６月

　岩手県随一の産地。環境制御システ
ムの実証への取り組みなどを通じ、生
産性の向上に努めています。販売店と
の産地交流では、現地視察を行い産
地の認知度向上を図っています。
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